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県
議
会
は
令
和
八
年
二
月
三
日
、
臨
時

会
を
開
催
し
、
県
を
被
告
と
す
る
地
域
枠

等
医
師
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係

る
違
約
金
条
項
に
関
す
る
差
止
請
求
訴
訟

で
、
原
告
の
請
求
を
認
め
た
一
審
判
決
に

対
し
、
県
が
控
訴
を
提
起
す
る
た
め
の
議

案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

県
議
会
は
、
令
和
八
年
二
月
定
例
会
を

二
月
十
七
日
か
ら
三
月
二
十
三
日
ま
で
の

三
十
五
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
長
崎
幸
太
郎
知
事
か
ら
、

総
額
五
千
三
百
二
十
一
億
千
七
百
三
十
五

万
円
の
令
和
八
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

案
な
ど
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
理
由
説
明
に
お
い
て
知
事
は
、
富

士
ト
ラ
ム
に
つ
い
て
、「
早
期
実
現
に
向

け
、
事
業
会
社
の
設
立
を
加
速
し
て
い
く
。

世
界
遺
産
の
玄
関
口
に
お
け
る
安
全
で
持

続
可
能
な
運
営
を
一
体
的
に
担
う
主
体
と

し
て
、
そ
の
役
割
と
責
任
の
範
囲
を
整
理

し
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
少
人
数
教
育
に
つ
い
て
は
、「
令

和
八
年
度
、
小
学
校
六
年
生
ま
で
拡
大
し
、

全
学
年
で
完
成
す
る
。
中
学
校
段
階
で
も

小
学
校
の
成
果
を
検
証
し
、
本
県
独
自
の

持
続
可
能
な
少
人
数
教
育
を
具
体
化
す

る
」
と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

二
月
二
十
日
、
二
十
四
日
、
二
十
七
日

及
び
三
月
二
日
の
四
日
間
は
、
開
会
日
に

行
わ
れ
た
知
事
の
提
案
理
由
説
明
を
踏
ま

え
、
代
表
・
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
（
詳

細
は
二
面
）。

　

三
月
二
日
に
は
、
令
和
八
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
案
な
ど
を
審
査
す
る
た
め
、

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
（
詳

細
は
四
面
）。

　

総
務
、
教
育
厚
生
、
農
政
産
業
観
光
及

び
土
木
森
林
環
境
の
四
常
任
委
員
会
は
、
三

月
三
日
に
令
和
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
等
を
審
査
し
た
後
、
六
日
、
九
日
及

び
十
日
に
、
予
算
特
別
委
員
長
か
ら
調
査

依
頼
の
あ
っ
た
議
案
や
付
託
案
件
、
所
管
事

項
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
（
詳
細
は
三
面
）。

　

三
月
五
日
の
本
会
議
で
は
、
追
加
提
出

さ
れ
た
議
案
を
含
め
、
令
和
七
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
案
等
な
ど
、
十
九
案
件
を

可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
最
終
日
の
三
月
二
十
三
日
の
本

会
議
で
は
、
令
和
八
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
を
は
じ
め
、
同
日
追
加
提
出
さ
れ

た
令
和
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
、
議
員
提
出
の
条
例
や
政
策
提

言
、
総
務
委
員
会
提
出
で
あ
る
米

軍
機
に
よ
る
飛
行
等
に
関
す
る
意
見

書
な
ど
、
五
十
七
案
件
を
可
決
・
同
意
し

て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

宮
本
秀
憲
議
長
は
、
閉
会
の
あ
い
さ
つ

の
中
で
「
県
に
は
、
本
定
例
会
で
提
起
さ

れ
た
課
題
や
意
見
を
県
行
政
に
反
映
し
、

県
勢
の
さ
ら
な
る
進
展
と
県
民
福
祉
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
県
議

会
で
は
、
人
口
減
少
や
物
価
高
騰
な
ど
本

県
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
の
解
決
に
向

け
、
執
行
部
と
力
を
合
わ
せ
て
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

二
月
臨
時
会
の
概
要

二
月
定
例
会
の
概
要長崎知事に「やまなしこども基本条例」及び「県内経済の活性化策に関する政策提言」を手交

（左から望月大輔議員、向山憲稔議員、宮本秀憲議長、長崎幸太郎知事、長澤健副議長、寺田義彦議員）

　

こ
の
た
び
、
二
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
御
推

挙
に
よ
り
、
第
百
三
十
五
代
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身

に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　

本
県
は
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
地
域
経
済
の
活

性
化
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
、

防
災
・
減
災
対
策
な
ど
、
県
民

生
活
に
直
結
す
る
重
要
課
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
議
会

と
し
て
は
、
政
策
提
言
力
を
一

層
高
め
、
執
行
部
と
の
建
設

的
な
議
論
を
通
じ
て
、
実
効

性
あ
る
施
策
の
実
現
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｄ
Ｘ
の
活
用

に
よ
り
議
会
運
営
の
効
率
化
と
情
報
発
信
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
若
い
世
代
の
議
会
に
対
す
る
理
解
の
促
進
、
国
際
交
流

の
推
進
、
議
員
研
修
の
充
実
を
通
じ
た
議
員
力
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
県
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
運

営
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
県
民
の
皆
様
に
は
、

な
お
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

宮
本
秀
憲
議
長 

略
歴

平
成
二
十
七
年
四
月
県
議
会
議
員
初
当
選
、以
来
三
期
連
続
当
選

県
議
会
土
木
森
林
環
境
委
員
長
、県
監
査
委
員
を
歴
任

甲
府
市
国
母
六
―
二
―
三  

四
十
七
歳

  

第
百
三
十
五
代

山
梨
県
議
会
議
長

開
か
れ
た
議
会
の
推
進
に
尽
力

宮
本
秀
憲

宮本秀憲議長

議
員
発
議
に
よ
る
「
や
ま
な
し
こ
ど
も
基
本
条
例
」
及
び
「
県
内
経
済

の
活
性
化
策
に
関
す
る
政
策
提
言
」
を
可
決

長
澤
健
副
議
長 

略
歴令

和
四
年
一
月
県
議
会
議

員
初
当
選
、以
来
二
期
連

続
当
選

県
議
会
土
木
森
林
環
境
委

員
長
、同
農
政
産
業
観
光

委
員
長
、同
議
会
運
営
委

員
会
副
委
員
長
を
歴
任

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
天
神

中
條
九
四
八

五
十
九
歳

　

二
月
定
例
会
で
は
、副
議
長
に
長
澤
健

氏（
自
由
民
主
党
新
緑
の
会
、西
八
代
郡
・

南
巨
摩
郡
選
挙
区
）を
新
た
に
選
出
し
ま

し
た
。

県議会のホームページもご覧ください。定例会の日程や会議録の検索など、議会の情報が満載です。本会議のインターネット中継も見ることができます。
山梨県庁ホームページの中段、県政情報にある「県議会」から入ることができます。（ホームページアドレス　https://www.pref.yamanashi.jp/gikaisom/index.html）

　

三
月
二
十
三
日
、
県
議
会
は
、
議
員
発

議
に
よ
る
「
や
ま
な
し
こ
ど
も
基
本
条
例
」

及
び
「
県
内
経
済
の
活
性
化
策
に
関
す
る

政
策
提
言
」
を
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
同
日
、
正
副
議
長
と
条

例
案
及
び
政
策
提
言
案
を
策
定
し
た
二
つ

の
委
員
会
の
正
副
委
員
長
は
、
知
事
に
対

し
、
条
例
及
び
提
言
を
そ
れ
ぞ
れ
手
交
す

る
と
と
も
に
、
条
例
に
基
づ
く
施
策
の
着

実
な
推
進
と
、
提
言
内
容
の
政
策
へ
の
十

分
な
反
映
を
求
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
条
例
等
の
趣
旨
や
内
容
に
つ
い
て

は
、
県
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。



●		

経
済
団
体
と
連
携
し
た
中
小
企
業
へ
の
支
援

●		

県
道
甲
府
市
川
三
郷
線
に
お
け
る
歩
道
整
備

●		

県
立
学
校
教
員
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

●		

休
日
の
部
活
動
の
地
域
展
開
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

●		

外
国
人
材
の
受
け
入
れ
と
定
着

●		

消
防
活
動
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

●		

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
中
小
企
業
支
援

●		

南
ア
ル
プ
ス
地
域
に
お
け
る
周
遊
観
光
の
促
進

●		

桃
の
生
産
振
興

●		

南
ア
ル
プ
ス
市
内
の
道
路
整
備

●		

建
設
業
の
担
い
手
確
保
に
向
け
た
魅
力
発
信

●		

不
登
校
対
策

●		

定
時
制
・
通
信
制
高
校
に
お
け
る
教
育
環
境
の
整
備

●		

リ
ニ
ア
と
富
士
ト
ラ
ム
を
活
用
し
た
本
県
の
将
来
像

●		

新
山
梨
環
状
道
路
の
東
部
区
間
及
び
北
部
区
間
の
進
捗

状
況

●		

ク
マ
対
策
の
更
な
る
推
進

●		

酒
蔵
に
よ
る
酒
米
の
安
定
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

●		

農
業
者
の
所
得
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

●		

県
立
高
校
に
お
け
る
理
数
系
人
材
の
育
成

●		

物
価
高
騰
か
ら
県
民
の
暮
ら
し
と
経
営
を
守
る
取
り
組
み

●		

県
立
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

●		

給
食
費
無
償
化

や　ま　な　し　県　議　会　だ　よ　り 　令和8年（2026年）4月26日（日）　（2）

２月定例会では、2月20日、24日、27日及び３月２日の４日間にわたり、代表質問・一般質問を行いました。
各議員の質問項目は次のとおりです。（二次元コードを読み込むと質問の録画配信をご覧いただけます。）

可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
た
主
な
議
案

・	

山
梨
県
部
等
設
置
条
例
中
改
正
の
件

・
山
梨
県
手
数
料
条
例
中
改
正
の
件

・
令
和
八
年
度
山
梨
県
一
般
会
計
予
算

・
公
立
大
学
法
人
山
梨
県
立
大
学
の
定
款
変
更
の
件

・
山
梨
県
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
の
件

・
令
和
七
年
度
山
梨
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
九
号
）

・
や
ま
な
し
こ
ど
も
基
本
条
例
制
定
の
件

・
県
内
経
済
の
活
性
化
策
に
関
す
る
政
策
提
言

可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議

・	

我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
及
び
安
全
保
障
の
確
保

を
求
め
る
意
見
書

・
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

た
め
の
広
報
啓
発
を
推
進
す
る
決
議

・
米
軍
機
に
よ
る
飛
行
等
に
関
す
る
意
見
書

議案等に対する各会派の賛否（起立採決分）

議案の名称

議

決

日

議

決

結

果

自
由
民
主
党　

政
風
や
ま
な
し

自
由
民
主
党
新
緑
の
会

未
来
や
ま
な
し

自
由
民
主
党
・
開
の
国

日

本

共

産

党

公

明

党

リ
ベ
ラ
ル
山
梨

や
ま
な
し
県
民
会
議

え

が

お

夢
知事提出議案

第48号（山梨県高等学校等教育改革促
進基金条例制定の件） ３

月
５
日

可
決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

第50号（令和7年度山梨県一般会計補正
予算（第11号））

可
決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

第65号（令和7年度山梨県一般会計補正
予算（第12号））

可
決 ○ ○ △ ○ × × × × ○

第 ２ 号（山梨県部等設置条例中改正の件）

３
月
23
日

可
決 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

第 ７ 号（山梨県特別職の秘書の職の指
定等に関する条例中改正の件）

可
決 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

第 ９ 号
ほか

（山梨県手数料条例中改正の件） 
※ほか手数料や利用料、使用料
の改正案14議案

 （第10号、第13号～第25号）

可
決 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

第12号（山梨県国民健康保険条例中改
正の件）

可
決 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

第27号（令和8年度山梨県一般会計予算） 可
決 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

第32号（令和8年度山梨県市町村振興資
金特別会計予算）

可
決 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

第37号（令和8年度山梨県国民健康保険
特別会計予算）

可
決 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

第41号（令和8年度山梨県流域下水道事
業会計予算）

可
決 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

第46号（公立大学法人山梨県立大学の
定款変更の件）

可
決 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

第47号
（公立大学法人山梨県立大学が

徴収する料金の上限の変更の
認可の件）

可
決 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

第66号（令和7年度山梨県一般会計補正
予算（第13号））

可
決 ○ ○ - ○ × - × × ○

同第２号（山梨県監査委員の選任につい
て同意を求めるの件）

同
意 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

請願

第6-4号
（山梨県上空で行われている米

海兵隊の空中給油訓練に関す
ることについて）

３
月
23
日

不
採
択

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議員提出議案

議第3号（山梨県議会の保有する個人情報の
保護に関する条例中改正の件）

３
月
23
日

可
決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議第8号（米軍機の飛行等に関する意見書） 可
決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

　
代
表
質
問

●	

次
期
知
事
選
挙
へ
の
思
い

●	

令
和
八
年
度
当
初
予
算
編
成

●	

人
口
減
少
対
策

●	

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

●	

富
士
ト
ラ
ム
基
本
計
画

●	

リ
ニ
ア
開
業
を
見
据
え
た
公
共
交
通
網
の
再
編

●	

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

●	

本
県
の
林
業
・
木
材
産
業
の
再
生

●	

成
長
産
業
の
更
な
る
推
進

●	

美
酒
・
美
食
王
国
や
ま
な
し
の
確
立

●	

甲
州
財
閥
の
業
績
を
次
世
代
へ
伝
え
る
取
り
組
み

●	

県
産
果
実
の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
強
化

●	
少
人
数
教
育
の
更
な
る
推
進

●	
県
内
に
お
け
る
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
の
発
生
現
状
と
加
害
者

対
策

●	

国
際
水
素
サ
ミ
ッ
ト

●	

県
内
企
業
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
更
な
る
支
援

●	

富
士
北
麓
地
域
の
更
な
る
振
興

●	

子
ど
も
へ
の
食
支
援

●	

障
害
の
あ
る
方
の
就
労
支
援

●	

県
有
林
の
価
値
向
上
と
活
用

●	

山
梨
県
側
の
富
士
山
へ
の
電
気
・
通
信
設
備
整
備
に
向
け

た
取
り
組
み

●	

競
技
団
体
及
び
企
業
と
連
携
し
た
本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

●	

特
定
家
畜
伝
染
病
の
防
疫
対
策

●	

県
職
員
の
地
域
貢
献
活
動
応
援
制
度

●	

県
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

自
由
民
主
党
　
政
風
や
ま
な
し

卯
月 

政
人

自
由
民
主
党
新
緑
の
会

流
石 

恭
史

●	

生
活
を
支
え
る
賃
金
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み

●	

や
ま
な
し
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
更
な

る
充
実

●	

イ
コ
モ
ス
か
ら
指
摘
を
受
け
て
い
る
富
士
山
保
全
に
関
し

た
三
つ
の
課
題

●	

水
素
社
会
を
担
う
人
材
育
成

●	

が
ん
医
療
に
お
け
る
放
射
線
治
療
の
受
入
体
制
の
強
化

●	

儲
か
る
農
業
の
実
現
に
向
け
た
先
進
技
術
の
導
入
促
進

●	

生
物
多
様
性
の
保
全

●	

や
ま
な
し
食
育
推
進
計
画
の
改
定

●	

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
の
充
実

●	

山
梨
県
立
大
学
に
お
け
る
地
域
貢
献
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

障
害
や
難
病
の
あ
る
子
ど
も
の
御
家
族
へ
の
レ
ス
パ
イ
ト

●	

県
内
に
お
け
る
電
話
詐
欺
被
害
の
現
状
と
防
止
対
策

●	

第
八
十
一
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
冬
季
大
会
の
開
催

●	

知
の
拠
点
と
し
て
の
県
立
図
書
館
に
お
け
る
人
づ
く
り

未
来
や
ま
な
し
　	

清
水 

喜
美
男

 

●		

難
病
施
策
に
お
け
る
相
談
・
就
労
・
理
解
促
進
の
更
な
る
充
実

●		

沖
縄
で
の
御
遺
骨
収
集
活
動
や
戦
没
者
慰
霊
を
通
じ
た

次
世
代
へ
の
平
和
の
伝
承

●		

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
定
着
と
繁
殖
に
向
け
た
生
息
環
境
と
生

物
多
様
性
の
保
全
と
支
援

●		

農
業
系
高
校
と
農
林
大
学
校
を
核
と
し
た
農
業
人
材
育

成
の
強
化

●		

酪
農
の
生
産
基
盤
強
化
と
酪
農
家
及
び
肉
用
牛
農
家
の

次
世
代
担
い
手
育
成

●		

養
豚
振
興
に
お
け
る
担
い
手
の
育
成
と
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化

●		

養
鶏
振
興
に
お
け
る
海
外
展
開
と
担
い
手
育
成
の
戦
略

●		

土
木
建
設
業
の
担
い
手
確
保
の
推
進
と
事
業
承
継
支
援

の
更
な
る
充
実

●		

教
育
実
習
の
充
実
に
よ
る
教
員
志
望
者
の
確
保
と
教
職

の
魅
力
向
上

●		

障
害
の
あ
る
方
と
の
共
生
を
進
め
る
た
め
の
取
り
組
み

●		

結
婚
支
援
の
取
り
組
み

●		

県
普
及
指
導
員
と
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
の
連
携
及
び
人
材
育
成

●		

需
要
に
応
じ
た
米
の
生
産

●		

森
林
環
境
税
を
活
用
し
た
森
づ
く
り

●		

韮
崎
市
内
の
渋
滞
対
策

●		

道
の
駅
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化

●		

聴
覚
障
害
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
に
向
け
た
取
り
組
み

●		
扇
山
林
野
火
災
の
復
旧

●		
本
県
の
漁
業
資
源
の
活
用

●		
県
境
地
域
に
お
け
る
住
宅
の
確
保

●		

県
道
上
野
原
丹
波
山
線
の
整
備

●		

富
士
山
噴
火
時
に
お
け
る
治
療
を
要
す
る
患
者
の
避
難

●	

外
国
人
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着

●	

孤
独
・
孤
立
対
策
の
取
り
組
み

●	

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
更
な
る
活
用

●	

市
町
村
と
連
携
し
た
Ｄ
Ｘ
の
推
進

●	

富
士
山
麓
に
お
け
る
古
の
登
山
道
の
復
興

●	

自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
等
に
向
け
た
取
り
組
み

●		

ス
モ
ー
ル
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
Ｐ
Ｐ
Ｐ
事

業
導
入
に
お
け
る
市
町
村
へ
の
支
援

●		

災
害
時
に
お
け
る
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
の
連
携
強
化

●		

公
共
交
通
整
備
の
取
り
組
み

●		

櫛
形
山
の
シ
カ
対
策

●		

が
ん
対
策

●		

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

●		

富
士
ト
ラ
ム

●		

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
随
意
契
約
に
関
連
す
る
取

り
組
み

●		

国
民
健
康
保
険
の
統
一
化
に
向
け
た
取
り
組
み

●		

外
国
人
材
の
確
保
・
定
着
支
援

●		

農
業
者
へ
の
労
災
保
険
加
入
の
義
務
化
に
向
け
た
取
り
組
み

●		

ネ
ク
ス
ト
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
取
り
組
み

●		

県
有
地
賃
料

　
一
般
質
問

藤
本 

好
彦

（
自
由
民
主
党
　
政
風
や
ま
な
し
）

小
沢 

栄
一

（
自
由
民
主
党
新
緑
の
会
）

久
嶋 

成
美

（
自
由
民
主
党
　
政
風
や
ま
な
し
）

渡
辺 

大
喜

（
自
由
民
主
党
新
緑
の
会
）

寺
田 

義
彦

（
自
由
民
主
党
　
政
風
や
ま
な
し
）

飯
島 

　
修

（
リ
ベ
ラ
ル
山
梨
）

名
取 

　
泰

（
日
本
共
産
党
）

志
村 

直
毅

（
や
ま
な
し
県
民
会
議
）

久
保
田 

松
幸

（
自
由
民
主
党
・
開
の
国
）

石
原 

政
信

（
自
由
民
主
党
　
政
風
や
ま
な
し
）

○：賛成　　×：反対　　－：議場に不在　　△：反対 3 人、議場に不在 1 人

その他の議案を含めた議員別の賛否は
ホームページでご覧いただけます。

県議会では、公式Facebookで議会活動の情報を発信しています。ぜひご覧ください。公式Facebookで情報発信しています。



や　ま　な　し　県　議　会　だ　よ　り（3）　令和8年（2026年）4月26日（日）

　  

生
態
調
査
の
内
容
と
調
査
期

間
は
。
ま
た
、
調
査
結
果
を
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

　  

生
態
調
査
の
内
容
は
「
富
士
・

丹
沢
」「
中
央
・
南
ア
ル
プ
ス
」「
関

東
山
地
」
の
三
地
域
を
対
象
と
し
、

各
地
域
に
お
い
て
十
頭
ず
つ
、
合
計

三
十
頭
の
熊
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き

の
首
輪
を
装
着
し
、
個
体
ご
と
の
行

動
範
囲
、
移
動
経
路
等
を
追
跡
す
る

も
の
で
あ
る
。
調
査
期
間
は
一
年
間

と
し
、
夏
頃
か
ら
調
査
を
開
始
し
、

熊
の
生
態
行
動
を
分
析
す
る
。

　

ま
た
、
熊
対
策
は
、
出
没
時
の

対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
里
へ
の

出
没
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の

中
長
期
的
な
取
組
が
重
要
で
あ
る

が
、
県
内
に
生
息
す
る
熊
の
生
態

に
つ
い
て
十
分
に
把
握
で
き
て
い

る
と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
本
事
業
に
よ
り

得
ら
れ
る
科
学
的
デ
ー
タ
を
活
用

し
て
熊
の
生
息
環
境
を
把
握
し
、

緩
衝
地
帯
の
整
備
な
ど
、
よ
り
効

果
的
な
対
策
に
つ
な
げ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

空
き
家
活
用
住
宅
整
備
モ
デ
ル
事

業
費
補
助
金

・ 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
費

・ 

や
ま
な
し
建
設
産
業
活
性
化
支
援

対
策
費

・ 

や
ま
な
し
木
の
建
築
推
進
事
業
費

・	

お
も
て
な
し
森
林
景
観
創
出
事

業
費

　  

県
は
、
子
供
た
ち
が
言
語
や

文
化
の
違
い
に
関
係
な
く
成
長
で

き
る
よ
う
国
際
保
育
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
子
供
た
ち
を
受
け
入

れ
る
保
育
所
等
の
現
状
と
課
題
は

何
か
。
ま
た
、
こ
の
課
題
解
決
に

向
け
、
来
年
度
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　  

保
育
所
等
に
行
っ
た
調
査
で

は
、
約
七
割
の
施
設
か
ら
、
外
国
に

ル
ー
ツ
を
持
つ
子
供
た
ち
の
受
入

れ
に
前
向
き
な
回
答
が
あ
っ
た
一

方
、
約
三
割
の
施
設
で
受
入
れ
に
消

極
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。
理
由
と

し
て
、
保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
不
安
や
対
応
で
き
る
職

員
の
不
足
、
受
入
体
制
が
整
っ
て
い

な
い
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
来
年

度
は
こ
れ
ま
で
の
保
育
士
等
に
向

け
た
研
修
等
に
加
え
、
専
門
的
な

知
見
を
持
つ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
新
た
に
設
置
し
、
困
り
ご
と
の

把
握
と
解
決
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
く
。
あ
わ
せ
て
、
保
育

の
先
に
あ
る
小
学
校
へ
の
円
滑
な

接
続
も
見
据
え
、
保
護
者
へ
の
進

学
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
実
施
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

富
士
山
降
灰
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
策
定
事
業
費

・	

妊
産
婦
等
生
活
援
助
事
業
費

・	

富
士
ト
ラ
ム
推
進
事
業
費

【
委
員
会
提
出
の
意
見
書
】

・	

米
軍
機
に
よ
る
飛
行
等
に
関
す

る
意
見
書

　  

来
年
度
は
開
校
ま
で
二
年
を

切
る
重
要
な
時
期
と
な
る
が
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
組
を
進
め

て
い
く
の
か
。

　  

来
年
度
は
、
ま
ず
県
民
の
理
解
促

進
と
認
知
度
向
上
を
図
る
た
め
、
夏

か
ら
秋
頃
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
学
校
の
目
的
や
特
色

を
理
解
し
や
す
い
構
成
と
し
、
専
門
家

に
よ
る
講
演
や
関
係
者
に
よ
る
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。
開
催
に
当

た
っ
て
は
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
や
街
頭
ビ
ジ
ョ

ン
等
の
サ
イ
ネ
ー
ジ
広
告
に
加
え
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
な
ど
多
様
な
媒
体

を
通
じ
て
広
く
周
知
を
図
り
、
多
く

の
県
民
の
参
加
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

ま
た
、
夜
間
中
学
等
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
体
験
型
学
習
会
も

開
催
す
る
。
学
習
会
は
秋
以
降
、国
中・

郡
内
の
県
内
二
か
所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
公

共
交
通
機
関
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い

会
場
を
選
定
し
、
各
三
回
開
催
す
る
。

学
習
会
で
は
、
学
校
の
特
色
や
学
び
の

内
容
に
つ
い
て
理
解
促
進
を
図
る
こ
と

や
、
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
把
握

し
、
今
後
の
学
校
づ
く
り
に
生
か
し
て

い
く
こ
と
を
狙
い
と
す
る
。
あ
わ
せ
て
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
入
学
対
象

者
の
相
談
に
も
対
応
す
る
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
、
動
画
や
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
入
学
対
象
者
に
向
け

て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

外
国
人
介
護
人
材
資
格
取
得
等
支

援
事
業
費

・	

文
化
部
活
動
地
域
展
開
推
進
事
業
費

　  

新
た
に
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
目
的
は
。
ま
た
、
県
内
企
業
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
か
。

　  

や
ま
な
し
産
業
支
援
機
構
に
設
置

し
た
医
療
機
器
、
水
素
・
燃
料
電
池
、

航
空
宇
宙
防
衛
の
三
分
野
の
各
支
援
窓

口
に
よ
る
き
め
細
か
な
伴
走
支
援
は
、

県
外
メ
ー
カ
ー
及
び
県
内
企
業
双
方
か

ら
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
参
入
企
業

も
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
各

市
場
の
成
長
に
伴
い
、
発
注
ニ
ー
ズ
も

増
加
傾
向
に
あ
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会

が
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
増
加
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
、
よ
り
広
範
か
つ
迅
速
に
県
内

企
業
に
展
開
し
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
個
別
窓
口
を
集
約
し
、
発
注
ニ
ー

ズ
の
把
握
・
整
理
か
ら
マ
ッ
チ
ン
グ
ま

で
一
元
的
に
支
援
で
き
る
セ
ン
タ
ー
と

し
て
統
合
す
る
こ
と
と
し
た
。メ
ー
カ
ー

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
と
県
内
企
業
の
保
有

技
術
や
強
み
を
一
元
的
に
管
理
す
る
こ

と
で
、
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

て
の
強
化
・
最
適
化
を
図
り
、
分
野
横

断
的
な
企
業
支
援
に
つ
な
げ
た
い
。

　

ま
た
、
複
数
分
野
の
発
注
ニ
ー
ズ
を

一
体
的
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
企
業
の
経

営
ト
ッ
プ
が
自
社
の
リ
ソ
ー
ス
を
注
力

す
べ
き
案
件
を
比
較
・
検
討
で
き
、
合
理

的
な
経
営
判
断
に
つ
な
げ
ら
れ
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

県
産
農
畜
水
産
物
等
小
ロ
ッ
ト

流
通
体
制
調
査
研
究
事
業
費

議会の傍聴について	  県議会事務局議事調査課（TEL 055-223-1813）までお問い合わせください。傍聴の申し込みはオンラインでもできます。

●答

●答

● 問 

教
育
厚
生
委
員
会委

員
長 

小
沢 

栄
一

 

土
木
森
林
環
境
委
員
会

委
員
長 

大
久
保 

俊
雄

　

総
務
、
教
育
厚
生
、
農
政
産
業
観
光
及
び
土
木
森
林
環
境
の
四
常
任
委
員
会
は
、
三
月
三
日
に
令
和
七
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
案
等
の
審
査
を
行
い
、
六
日
、
九
日
及
び
十
日
に
は
令
和
八
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
等
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
三
月
十
二
日
に
開
か
れ
た
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
同
委
員
会
か
ら
調
査
を
依
頼
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
各
常

任
委
員
長
が
審
査
内
容
と
審
査
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
閉
会
日
に
は
追
加
提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
総
務
・

土
木
森
林
環
境
の
各
委
員
会
を
開
き
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

国
際
保
育
推
進
事
業
費

夜
間
中
学・学
び
の
多
様
化

学
校
設
置
事
業
費

成
長
産
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
事
業
費
補
助
金

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
被
害
防
止

対
策
強
化
事
業
費

●答 ● 問

委員会
リポートリポートリポート

リ
ポ
ー
ト

リ
ポ
ー
ト

リ
ポ
ー
ト

委
員
会

● 問●答 ●  問

 

総
務
委
員
会

委
員
長 

向
山 

憲
稔

 

農
政
産
業
観
光
委
員
会

委
員
長 

流
石 

恭
史

　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
議
会
閉
会
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
す
る
事

項
の
審
議
の
参
考
と
す
る
た
め
、
県
内
外
で
の
調
査
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
令
和
八
年
一
月
及
び
二
月
に
実
施
し
た
県
内
調

査
の
主
な
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

議会活動の紹介議会活動の紹介

県
内
調
査

　山梨県警察機動センター（写真：笛吹市）の現地調査では、鑑識課、科
学捜査研究所、機動捜査隊、交通機動隊の集約による各部署の連携強化
の取組状況を確認しました。また、やまなし地域づくり交流センター（甲府
市）の現地調査では、多様な主体の交流を促進する取組や起業・創業・社
会貢献活動を促進する取組を確認しました。

　県立韮崎高等学校（写真：韮崎市）の現地調査では、スーパーサイエン
スハイスクールの取組状況を確認しました。また、困難な問題を抱える女性
を支援する団体等の皆様との意見交換では「ＤＶ被害の未然防止や支援活
動への理解を広めるためには、小・中・高校などのできるだけ早い段階か
ら包括的性教育に取り組むことが重要である」などの意見がありました。

　県内の旅館・ホテルで活躍する女将の皆様との意見交換（写真）では「外
国人従業員の雇用が増えている一方で、日本ならではのおもてなしの心を教
えるのは難しい」などの意見がありました。また、水産技術センター忍野支所
の現地調査では、山梨県オリジナルのブランド魚である富士の介の種苗生
産、マス類の養殖効率の向上に係る試験研究等の取組状況を確認しました。

　高性能林業機械等整備事業の現地調査（北杜市）では、補助事業で導入
したレーザー計測機器を用いた森林資源調査における作業の効率化、省力
化と現場作業における安全性の向上などを確認しました。また、県道甲府昇
仙峡線の新

し ん な が と ろ ば し

長潭橋工事の現地調査（写真：甲斐市〜甲府市）では、橋梁工事
の進捗状況、既存橋の保存や利活用に向けた検討状況等を確認しました。

総務
委員会

教育厚生
委員会

農政産業
観光委員会

土木森林
環境委員会

常常
任任
委委
員員
会会



や　ま　な　し　県　議　会　だ　よ　り 令和8年（2026年）4月26日（日）　（4）

６月定例会の予定
6 月19 日（金） 本会議（開会）

24 日（水） 本会議（質疑・質問）
25 日（木） 本会議（質疑・質問）
26 日（金） 本会議（質疑・質問）
29 日（月） 本会議（質疑・質問）

各常任委員会の委員の紹介    令和８年度の新たな委員会構成が決まりました。

総合計画、県民生活、子育て政策、
防災、県税、警察などに
関すること

農水産業、産業、電気事業、観光、
文化芸術、スポーツ振興などに
関すること

教育、福祉、感染症対策、
保健衛生などに関すること

●取り扱う事項

●取り扱う事項

●取り扱う事項

望月　勝⑤
自由民主党  政風やまなし
西八代郡・南巨摩郡

大久保俊雄②
自由民主党  政風やまなし

笛吹市

土橋　亨⑤
未来やまなし

甲府市

藤本好彦②
自由民主党  政風やまなし

南アルプス市

桐原正仁②
自由民主党新緑の会

甲州市

卯月政人③
自由民主党  政風やまなし

大月市

佐野弘仁②
公明党
甲府市

清水喜美男③
未来やまなし

甲斐市

菅野幹子①
日本共産党

甲府市

浅川力三⑥
自由民主党・開の国

北杜市

名取　泰①
日本共産党
南アルプス市

渡辺淳也③
自由民主党  政風やまなし

富士吉田市

山田一功④
自由民主党  政風やまなし

甲斐市

宮本秀憲③
自由民主党  政風やまなし

甲府市

飯島　修④
リベラル山梨

甲府市

長澤　健②
自由民主党新緑の会
西八代郡・南巨摩郡

古屋雅夫③
未来やまなし

山梨市

福井太一①
えがお夢
北杜市

石原政信①
自由民主党  政風やまなし

中巨摩郡

委員長

望月大輔①
自由民主党新緑の会

甲府市

委員長

向山憲稔②
自由民主党  政風やまなし

甲府市

委員長

久嶋成美①
自由民主党  政風やまなし
上野原市・北都留郡

副委員長

臼井友基②
自由民主党新緑の会

甲府市

副委員長

渡辺大喜①
自由民主党新緑の会

富士吉田市

副委員長

農政産業
観光委員会

教育厚生
委員会

土木森林
環境委員会道路、河川、住宅、林業、

環境などに関すること

●取り扱う事項

笠井辰生②
未来やまなし

西八代郡・南巨摩郡

久保田松幸④
自由民主党・開の国

南アルプス市

河西敏郎⑤
自由民主党  政風やまなし

中央市

志村直毅②
やまなし県民会議

笛吹市

寺田義彦①
自由民主党  政風やまなし

甲府市

流石恭史②
自由民主党新緑の会

南都留郡

飯島力男①
自由民主党  政風やまなし

山梨市

委員長

中村正仁①
自由民主党  政風やまなし

笛吹市

副委員長

掲載は氏名、当選回数、所属会派、選挙区の順（令和８年４月現在）

総務委員会

（定数10）（定数 9）

（定数 9）（定数 9）

　

二
月
定
例
会
の
会
期
中
、予
算
特
別
委
員
会（
卯
月
政
人

委
員
長
）を
五
日
間
開
催
し
、令
和
八
年
度
当
初
予
算
案
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。三
月
十
六
日
及
び
十
八
日

の
総
括
審
査
で
は
、県
政
の
重
要
課
題
や
主
要
施
策
な
ど

を
中
心
に
、各
委
員
に
よ
る
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、採
決

の
結
果
、付
託
さ
れ
た
全
て
の
予
算
案
に
つ
い
て
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
経
過
及
び
結
果
に
つ
い
て
、二
月
定
例
会
閉
会

日
の
本
会
議
で
卯
月
委
員
長
が
報
告
し
ま
し
た
。

　

十
二
月
定
例
会
で
設
置
さ
れ
た
指
定

管
理
施
設
・
出
資
法
人
調
査
特
別
委
員

会（
水
岸
富
美
男
委
員
長
）は
、閉
会
中

に
、山
梨
県
立
愛
宕
山
こ
ど
も
の
国
及

び
山
梨
県
富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
の

二
つ
の
指
定
管
理
施
設
の
管
理
業
務
や

経
理
状
況
並
び
に
県
が
出
資
す
る
公
益

財
団
法
人
山
梨
県
青
少
年
協
会
の
経
営

状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
に
つ
い
て
、二
月
定
例
会

開
会
日
の
本
会
議
で
水
岸
委
員
長
が
報

告
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会

指
定
管
理
施
設
・
出
資
法
人

調
査
特
別
委
員
会

委 員 長 卯月　政人

予算特別委員会

副委員長 臼井　友基

委　　 員

宮本　秀憲
大久保俊雄
藤本　好彦
向山　憲稔
飯島　力男
中村　正仁
長 澤　　 健
伊 藤　　 毅
土 橋　　 亨
笠井　辰生
浅川　力三
菅野　幹子
飯 島　　 修
志村　直毅

小沢栄一①
自由民主党新緑の会

韮崎市

白壁賢一⑤
自由民主党・開の国

南都留郡

水岸富美男④
自由民主党  政風やまなし

都留市・西桂町

伊藤　毅①
自由民主党新緑の会

甲斐市

　県議会に関する各種情報を、
ホームページからご覧いただけます。

ホームページ、会議録をご覧ください

指定管理施設「山梨県富士川クラフトパーク」
の現地調査

紙面や議会広報へのご意見、ご希望をお寄せください。また、点字版・ホームページ上の音声版もご利用ください。
宛先　〒400-8501　甲府市丸の内１−６−１　山梨県議会事務局議事調査課　TEL 055-223-1814　FAX 055-223-1817　Eメール gijichosa@pref.yamanashi.lg.jp

※現時点での予定であり、今後変更となる場合があります。

山梨県議会

6 月30 日（火） 常任委員会
7 月  1 日（水） 常任委員会

2 日（木） 常任委員会
6 日（月） 本会議（閉会）


